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１．目　　的

従来、 ヒトＥ型肝炎は開発途上国からの輸入感染症

と認識されていたが、 近年、 わが国のブタや野生イノ

シシなどの動物がＥ型肝炎ウイルス （以下HEV） に感

染しているとの報告1, 2, 3)や、 ヒトがイノシシやブタ、

シカの可食部を生あるいは加熱不十分な状態で喫食し

たことでHEVに感染したとの報告4, 5, 6） がなされるよ

うになってきた。

一方、 島根県は県内山間部で有害鳥獣として捕獲さ

れた野生イノシシの肉が地域の特産品として全国に販

売されている実態を受け、 2006年９月 「猪肉に係る衛

生管理ガイドライン」 を策定し、 イノシシの処理 ・流

通 ・販売における衛生確保に努めている。

そこで、 イノシシ肉の安全性を確保するための対策

に資することを目的に、 県内で捕獲されたイノシシ、

シカのHEV保有状況 （遺伝子検査） とHEV抗体保有

状況、猟師のHEV抗体保有状況と聞き取り調査を実施

した。

２．方　　法

２．１　材　料

イノシシ

2005年11月から2006年２月の間に県東部 （飯南

町） の猟師が捕獲したイノシシ49頭と2006年11月か

ら2007年２月の間に県西部 （浜田市、 益田市） の猟

師が捕獲したイノシシ55頭の糞便85検体、血液102検

体及び肉104検体を検査材料とした （表１）。

検体は捕獲場所で冷蔵保存されたものを回収し、

検査までは -80℃で保存した。 また、捕獲時にイノシ

シの年齢、 体重の推定、 性別の確認を行った。

野生動物等のＥ型肝炎ウイルスの保有状況
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シカ

2001年10月から2002年６月の間に北山山系で捕獲

されたシカの血清52検体を材料とした。

猟師

県東部地区を猟場とする猟師のうち、 採血協力が

得られた56名の血液を採取し材料とした。

２．２　HEV遺伝子の検出

検査方法は国立感染症研究所ウイルス第２部作成の

E型肝炎検査マニュアル （以下感染研マニュアル） に

記載してあるRT-PCR法を基本とした。 すなわち、イ

ノシシの肉については約10gの冷凍肉を細断し、 50ml

遠心管に入れ自然解凍し、 3000rpm、 15分遠心後上清

を、便については10～20%乳剤を作製し、 10,000rpm、

20分遠心後上清を、 血清については原液を使用した。

RNA抽出は各検体から市販キット （QIAamp Viral 

RNA Mini Kit、QIAGEN） を用いてウイルスRNAを

抽出後、 構造蛋白領域ORF１に設計したプライマー

（1stHEV-F1/R1、nestedHEV-F2/R2） を使用しOne-

step RT-PCRキットを用いて1st RT-PCRを行い、更

表１　イノシシの捕獲地域別

地区 捕獲地域 検体数 糞便 血液 肉

東部 飯南町 36 36 35 36

出雲市 1 1 1 1

中部 美郷町 11 11 11 11

西部 江津市 1 1 1 1

浜田市 43 26 42 43

益田市 11 9 11 11

不　明 1 1 1 1

合　計 104 85 102 104

 
1) 島根県健康福祉部薬事衛生課
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に2nd-PCRによるnested PCRでHEV遺伝子を増幅

後、 PCR産物を電気泳動して目的のバンド （378bp）

を確認した。

２．３　イノシシのHEV抗体の測定

イノシシの血清中のHEV特異 IgG抗体の測定は国

立感染症ウイルス第二部第一室に依頼した。

測定法は、Li及び榮等6, 7） のELISA法を基本とした。

すなわち、 組み換えバキュロウイルスで発現した中空

粒子を固相抗原とし、 抗原固相化ホールと希釈液のみ

のホールに血清を200倍希釈した後、標識２次抗体を反

応させ、OPDと過酸化水素水によって発色させ、固相

化ホールと希釈液のみのホールのOD値の差が0.2以

上をHEV抗体陽性とした。

２．４　ヒトのHEV抗体の測定

ヒトの血清中のHEV特異 IgG抗体の測定は、感染研

マニュアルに記載してあるELISA法を基本とした。す

なわち、 組み換えバキュロウイルスで発現した中空粒

子を固相抗原とし、抗原固相化ホールに血清を200倍希

釈した後、標識２次抗体を反応させ、OPDと過酸化水

素水によって発色させ、OD値が0.2以上をHEV抗体陽

性とした。

２．５　猟師からの聞き取り調査（調査票は別紙のと

おり）

県東部地区を猟場とする猟師56名から採血時に年

齢、 狩猟経験年数、 イノシシの生食経験、 肝炎の既往

歴、渡航歴の聞き取りを実施し、HEV抗体保有状況と

の関連を検討した。

３．結　　果

３．１　イノシシおよびシカからのHEV遺伝子検出状況

HEV遺伝子はイノシシの糞便85検体、 血液102検

体及び肉104検体とシカ血清52検体からは検出されな

かった （表２）。

３．２　イノシシのHEV抗体保有状況

HEV抗体はイノシシ102頭中16頭 （15.7%） が陽性

であった。 地区別の抗体保有率は県東部が０%、 県中

部が9.1%、 県西部が27.8%と、 県東部より県西部が高

かった。 また、 捕獲地域別では、 美郷町の11頭中１頭

（9.1%）、 浜田市の42頭中14頭 （33.3%）、 益田市の11

頭中１頭 （9.1%） が抗体を保有し、飯南町の35頭、出

雲市と江津市の各々１頭は抗体を保有していなかった

（表３）。

年齢別では、１歳未満は15頭中１頭 （6.7%）、１歳～

５歳未満は76頭中15頭 （19.7%）が抗体を保有しており、

５歳以上の７頭は抗体を保有していなかった （表４）。

また、イノシシの体重別HEV抗体保有状況は、体重

０kg ～49kgが62頭中13頭 （21.0%）、 50kg ～99kgが

33頭中３頭 （9.1%） で、幼いイノシシの方が成長した

イノシシより抗体保有率は高かった （表５）。

性別では、オスが57頭中11頭 （19.3%）、メスが44頭

中５頭 （11.4%） で抗体保有率に有意な差 （P<0.05） を

認めなかった （表６）。

聞き取り調査票 
E型肝炎ウイルス抗体保有状況調査聞き取り票

氏名

年齢 　歳

性別 男　　　女

狩猟経験年数 年　

肝炎既往歴 有 （　　　型肝炎） 無

イノシシ肉食経験 有 無

イノシシ肉生食経験 有 無

海外渡航歴　　　 有 無

表２ 　イノシシおよびシカからのHEV遺伝子検出

状況

動物種 地域 検体名 検査数 陽性数

イ
ノ
シ
シ

東　部

ふん便 37 0

血　清 36 0

肉 37 0

中　部

ふん便 11 0

血　清 11 0

肉 11 0

西　部

ふん便 36 0

血　清 54 0

肉 54 0

不　明

ふん便 1 0

血　清 1 0

肉 1 0

シカ 北山山系 血　清 52 0

表３　イノシシの捕獲地域別ＨＥＶ抗体保有状況

地区 捕獲地域 検体数 抗体保有数 保有率 (%)

東部
飯南町 35 0 0 
出雲市 1 0 0 

中部 美郷町 11 1 9.1 

西部

江津市 1 0 0 
浜田市 42 14 33.3 
益田市 11 1 9.1 
不　明 1 0 0 
合　計 102 16 15.7 

表４　イノシシの年齢別ＨＥＶ抗体保有状況

年　齢 検体数 抗体保有数 保有率 (%)
１歳未満 15 1 6.7 

１～５歳未満 76 15 19.7 
５歳以上 7 0 0 
不明 4 0 0 
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４．考　　察

過去、 Ｅ型肝炎はアメリカ、 日本、 ヨーロッパ等の

先進国では散発的に発生し、 その大半は国外で感染

した後発症した輸入感染症と考えられてきた。 しか

し、 2003年に兵庫県で野生ニホンジカの肉を食べて感

染した事例4)、 同年に鳥取県で野生イノシシの生の肝

臓を食べて２名が感染してその内の１名が死亡した

事例5)、 2005年に福岡県で野生イノシシの肉を食べて

感染した事例等6)の全く渡航歴のない患者の報告があ

り、 従来、 非流行地と思われていたわが国においても

既にHEVが土着していることが明らかとなり、人畜共

通感染症として関心が高まっている。

野生イノシシからのHEV遺伝子の検出に関してこ

れまでに兵庫県で７%、 和歌山県で11%、 愛知県で

12.1%と報告2, 7, 8)されているが、 今回調査した島根県

で捕獲されたイノシシの検体からはHEV遺伝子は検

出されなかった。 また、 松浦ほか9)は2003年から2006

年までの間に島根県で捕獲されたイノシシの血清45検

体、 肝臓50検体についてHEV遺伝子の検出を実施し、

全ての検体からHEV遺伝子を検出しなかったと報告

している。

一方、野生イノシシのHEV抗体保有率に関してこれ

までに和歌山県で11%、 兵庫県で27%、 愛媛県で19%、

宮崎県で20%と報告2, 8, 10, 11)されているが、 今回の我々

の結果も15.7%とほぼ同率であった。 このことから、島

根県もHEVに感染したイノシシが全国と同程度に生

息していることが推察されたが、抗体を保有していたイ

ノシシは５歳未満であるにもかかわらず、 HEV遺伝子

が検出されなかったことから、 イノシシにHEVが感染

したのは極幼い時期で、 また、 何らかの感染源が本調

査の５年以内に存在していたものと推察された。 従っ

て、 今後も食用として継続して捕獲するならば定期的

にHEV保有状況を調査することが望ましいと考える。

次に、 イノシシのHEV浸淫状況についてであるが、

兵庫県、 愛知県等で限局した地域で浸淫していると報

告7, 9)している。 今回の調査結果でも、イノシシの抗体

保有率が飯南町は０%、 美郷町及び益田市は9.1%、 浜

田市は33.3%と地域間に差が認められ、HEVは島根県

全体に浸淫しているのではなく、 限局した地域に浸淫

していると推察された。 しかし、 本調査は県内の一部

の地域で捕獲されたイノシシを対象としており県内の

HEVの地理的分布を評価するためには、今後より詳細

に調査を実施する必要がある。 また、 松浦ほか9)が報

告しているように、 群生活している血縁野生イノシシ

集団の中で感染を拡げている。 従って、 このような集

団を捕獲した場合は抗体保有率が高率となるため、 今

後調査を実施する時は捕獲したイノシシの疫学調査を

表５　イノシシの体重別ＨＥＶ抗体保有状況

体　重 検体数 抗体保有数 保有率 (%)
0～49kg 62 13 21.0 
50～99kg 33 3 9.1 
100kg以上 2 0 0 

不明 5 0 0

表６　イノシシの性別ＨＥＶ抗体保有状況

性 別 検体数 抗体保有数 保有率 (%) 有意差 (P)
オス 57 11 19.3 
メス 44 5 11.4 

<0.05

不明 1 0 0.0 

表７　猟師の年齢別ＨＥＶ抗体保有状況

年　齢 検査数 抗体保有数 保有率 (%)
50歳未満 5 0 0

50-59歳 15 3 20

60-69歳 15 1 6.7
70歳以上 21 3 14.3
合　計 56 7 12.5

表８　猟師からの聞き取り調査結果

聞き取り内容

HEV抗体
を保有し
てない者                     
（N=49）

HEV抗体
を保有し
ている者
（N=7）

合    計       
（N=56）

狩猟歴10年以上 40(81.6%) 7(100%) 47(83.9%)
イノシシの生食経験 19(38.8%) 5(71.4%) 24(42.9%)
肝炎罹患歴 3( 6.1%) 2(28.6) 5( 8.9%)
渡航歴 19(38.8%) 2(28.6%) 22(39.2%)

３．３　猟師のHEV抗体調査と聞き取り調査結果

東部地区を猟場とする猟師の抗体保有者は56名中

７名 （12.5%） で、 年齢別では50歳未満が５名中０

名 （0.0%）、 50歳～59歳が15名中３名 （20.0%）、 60歳

～69歳が15名中１名 （6.7%）、 70歳以上が21名中３名

（14.3%） で、年齢別の抗体保有率に大きな差を認めな

かった （表７）。

また、 猟師の平均狩猟歴は27年であったが、 ０年～

60年と幅広く、10年以上の猟師が47名 （83.9%） と全体

の８割以上を占めていた。 イノシシ肉の喫食経験は１

名を除いてほぼ全員に認められ、 その内イノシシ肉の

生食は56名中24名 （42.9%） と約半数が経験していた。

また、肝炎既往者は６名 （10.7%）、渡航歴は観光目的

でハワイ、韓国、中国、グアム島等に22名 （39.3%） が

旅行していた。

抗体を保有していた猟師７名については50歳～59歳

が３名、 60歳～69歳が１名、 70歳以上が３名で、 狩猟

歴は全員が10年以上、 イノシシの生食経験者は５名、

肝炎既往者は２名、 海外渡航歴はハワイや台湾へ２名

が観光目的で旅行していた （表８）。
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詳細に実施する必要がある。

シカについては2003年に兵庫県において生肉の喫食

を原因とする食中毒事例が報告されているが、その後の

同地域でのシカ139頭を対象とした福永ほか12） の調査や

全国15カ所で捕獲されたシカ417頭を対象とした松浦ほ

か13） の調査でもHEV遺伝子は検出されておらず、 シカ

におけるHEV感染は非常に稀なものと推察される。

ヒトに関するHEV抗体について、武田ほか14）が1993

年にわが国の一般健康者におけるHEV抗体保有率は

5.4% （49/900)で、年齢層によって大きな差があり、29

歳以下が0.4％、 30歳代が6.2％、 40歳代が16%、 50歳代

が23%と、 高齢になるほど抗体保有率が高くなってい

ると報告している。

また、 2004年に榮ほか7） は愛知県の猟師とその家

族を対象に抗体保有状況を調査しており、 50歳代で

12.1%であったと報告している。 我々が実施した県東

部地区を猟場とする猟師のHEV抗体保有率は12.5%

で、 猟師のほとんどが50歳以上であったことから、 同

年代 （武田ほかの調査の40歳代以上に相当） の一般健

康者、 愛知の猟師とその家族と比較し、 特に高い値で

あるとは言えない結果であった。 　

HEVは熱に弱く加熱すれば死滅するが、 今回の聞

き取り調査で抗体保有者にイノシシ肉の生食経験者が

71.4%と多く、イノシシ肉を介してHEVに感染した可

能性は否定できない。 しかし、 東部で捕獲されたイノ

シシは抗体を保有していなかったことからイノシシか

ら感染した可能性は高くないと推察された。

E型肝炎は2003年の感染症法改正で全数把握の４類

感染症に位置づけられ、 全国で感染事例の報告がなさ

れているが、 県内の医療機関でE型肝炎の検査を実施

することは稀であり、 今後はE型肝炎の早期発見、 早

期治療を目的に、 検査体制の構築を行う必要があると

考えられた。

５．ま と め

１． イノシシ104頭の肉、糞便及び血清とシカ52頭の血

清からはHEV遺伝子を検出されなかった。

２． イノシシのHEV抗体保有状況調査から、島根県で

もHEVのイノシシへの浸淫が認められたが、浸淫地

域は限局したものであることが推察された。

３．島根県東部の猟師の12.5%がHEV抗体を保有して

おり、 過去にHEVに感染したことが疑われた。

以上のことから、 イノシシの肉の衛生的な取り扱

い、 喫食する際の十分な加熱等感染予防の啓発活動を

行い、 Ｅ型肝炎の感染を未然に防止する必要がある。
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